
り，教員が行う学習指導と生活指導は，それらが独立し
て子どもの学習に影響を及ぼすのではなく，相互に関係
することによって，子どもの学習が成立していることが
考えられる。そのため，教員は，教室内における生徒指
導を通して，子どもの社会的な側面を育み，学習を促す
ことが重要になる。この教室内における社会的な側面に
は，社会的責任目標が挙げられる。
　社会的責任目標とは，中谷5） がWentzel6 , 7） に基づき
定義した「教室における規範やルールを守り，対人的に
円滑な関係をもとうとする目標」のことである。中谷5） 

は，社会的責任目標が社会的責任行動と教師からの受容
を介して，教師評定の教科学習への関心・意欲と学業成績
に正の影響を及ぼす過程と，社会的責任目標が教師から
の受容を介して，児童評定の教科学習への関心・意欲と
学習成績に正の影響を及ぼす過程が明らかにしている。
また，中谷8） は，社会的責任目標が教室内の学習行動を
介して，学業成績を促すことを示している。つまり，教
室における規範やルールを遵守し，良好な対人関係をも
とうとする社会的責任目標は，学習意欲を高め，学業成
績を促進するといった肯定的な影響を有することが考え
られる。したがって，社会的責任目標が学習意欲から自
尊感情に至る過程を明らかにすることは教育的に意義あ
ることである。
　以上のことから本研究は，社会的責任目標が学習意欲
を介して，自尊感情に影響を及ぼすといった関係を検討
することを目的とする。そのために，この関係を示す仮
説モデルを設定し，そのモデルの妥当性とモデル内の変
数間について検討を行うこととする。

1．緒言　
　自尊感情は，適応的な生活を送るうえで重要な要因の
一つであると考えられる。伊藤1） は，自尊感情の高さが，
心理的不適応と一貫した負の関係を有することを指摘し
ている。そのため，子どもが適応的な生活を送るために
も，自尊感情を育むことが重要となる。自尊感情とは，
「自己概念に含まれる情報の評価であり，自己について
の感情」2） のことである。Shavelson et al.3） は，自己概
念には多面的な構造を有しており，その一つに学業面が
あることを想定している。このように自尊感情を育むに
は，学習領域への働きかけが有効であり，そのためにも
教員の学習指導が重要となる。つまり，教員は学習指導
を通して，子どもの学習意欲を高め，学習達成の経験を
積み重ねることによって，子どもの自尊感情が向上する
ことが考えられる。
　教員の学習指導の多くは，教室場面で行われる。教室場
面はクラスメイトと協同で学習を行うといった社会的な
側面を有している。そして，教室場面では，クラスメイ
トとの関係で学習が成立しているため，この関係によっ
て学業達成が特徴づけられると指摘されている4）。その
ため，教員は教室場面において子どもの学習指導だけで
はなく，クラスメイトとの関係や教室内のルールを守る
といった生活指導も行うことが求められている。この点
に関して，中谷4） は，「教育実践場面における教師の指
導において，これまでとは異なるものとしてとらえられ
てきた，学習指導と生活指導という2つの指導が，相互
に深い関わりをもっていること」を指摘している。つま
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ABSTRACT
　本研究の目的は，教室内におけるルールを遵守することや，他者への援助といった社会的責任目標が学習意欲を介
して，自尊感情に影響を及ぼすといった関係を想定した仮説モデルを構築し，このモデルの妥当性について検討する
ことであった。調査対象者は，小学生の4年生57名 （男子25名，女子32名），5年生66 （男子30名，女子36名），6年生
57名 （男子32名，女子25名） であり，中学生の1年生44名 （男子23名，女子21名），2年生56名 （男子27名，女子29名），
3年生38名 （男子17名，女子21名） であった。調査では，向社会的責任目標尺度 （中谷, 1996），学習意欲尺度 （山下ほ
か,1983），自尊感情尺度 （桜井, 2000） を用いた。社会的責任目標が学習意欲を介し，自尊感情に影響を及ぼすといっ
た仮説モデルの検討には，共分散構造分析を用いた。分析の結果，想定した仮説モデルは適合度指標の基準を満たし
ており，仮説モデルの妥当性が確認された。また，各変数間の検討を行った結果，向社会的責任目標は学習意欲を規
定していることが示された。また，学習意欲は自尊感情に有意な影響を及ぼすことが示された。このことから，教室
内における生活指導を通して，向社会的責任目標を育む重要性が示唆される。
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＊　  島根大学学術研究院教育学系
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2．方法
分析対象者は，調査協力への同意が得られており，

データに欠損がない福岡県下の小学生180名と中学生138
名であった。内訳として，小学生は4年生57名 （男子25
名，女子32名），5年生66名 （男子30名，女子36名），6年
生57名 （男子32名，女子25名） であり，中学生は1年生44
名 （男子23名，女子21名），2年生56名 （男子27名，女子
29名），3年生38名 （男子17名，女子21名） であった。調
査は2010年10月から11月にかけて行われた。

2. 1. 手続き
調査の趣旨及び調査内容について，学校長に説明を行

い，調査協力の得られた学校を対象とした。調査票は各ク
ラスで配布され，その場で回収を行った。調査票には，
調査内容が成績に影響することがないこと，個人を把握
できないように処理することが明記された。調査は無記
名形式で実施され，質問項目への回答をもって調査への
協力を同意したものとした。

2. 2. 調査内容
自尊感情
桜井9） が邦訳したRosenberg10） の自尊感情尺度を

用いた。この尺度は，自分に対してこれでよい （good 
enough） と感じるような自分自身に対する肯定的感情
の程度を測定するとされている。10項目からなり，回答
は 「とてもそう思う」 から 「まったくそう思わない」 ま
での4件法で求めた。計10項目の合計点を自尊感情得点
とし，得点が高いほど自尊感情が高いことを意味する。

社会的責任目標
社会的責任目標尺度は中谷5 , 8） が作成した18項目を用

いた。この尺度は，向社会的目標と規範遵守目標の2つ
の下位尺度から構成されている。向社会的目標とは，社
会的，対人的な協力や援助を目標とするものである。ま
た，規範遵守目標とは，教室における明示的あるいは暗
黙のルールを守り，規範に従うことを目標とするもので
ある．尺度の項目数は，向社会的目標が10項目，規範遵
守目標が8項目であった．回答方法は， 「いつもあてはま
る」 から 「どんなときにもあてはまらない」 までの5段

階の評定で求めた．各下位尺度の合計得点を算出し，得
点が高いほど各社会的責任目標が高いことを意味する。

学習意欲
学習意欲尺度は4件法による山下ら11） が作成した40項

目を用いた。この尺度は，自主的学習態度，達成志向，
責任感，従順性，自己評価，失敗回避傾向，持続性の欠
如，学習価値観の欠如の8つの下位尺度から構成される
尺度である。このうち，自主的学習態度，達成志向，責
任感，従順性，自己評価は促進傾向にまとめられ，得点
が高いほど望ましい態度であることを意味する。失敗回
避傾向，持続性の欠如，学習価値観の欠如は，抑制傾向
に分類され，得点が高いほど望ましくない態度であるこ
とを示す。 回答は 「まったくあてはまらない」 から 「と
てもよくあてはまる」 の4件法で回答を求めた。分析に
は，促進傾向と抑制傾向の得点を算出した。

2. 3. 分析
分析には，変数間の関係を検討するために相関分析を

行った。また，仮説モデルの妥当性を検討するために共分
散構造分析を行った。共分散構造分析における適合度指
標は，GFI （Goodness of Fit Index） とCFI （Comparative 
Fit Index） は.90以上とし，RMSEA （Root Mean Square 
Error of Approximation） は1.0未満とした。これらの
分析における有意水準は5％とした。分析には，SPSS 
（Ver.25） とAmos （ver.25） を使用した。

3．結果
表 1に記述統計および変数間の相関係数を示す。次

に，仮説モデルを検討するために共分散構造分析を行っ
た結果， 適合度指標は （CFI=1.00，GFI=1.00，RMSEA
＝.000） であり，全て基準を満たす値が得られた （図1）。
次に，変数間の関係を確認したところ，規範遵守 （β = 
.50, p <.05） と向社会責任目標 （β = .25, p <.05） は促進
傾向 （R² = .42） に正の影響を及ぼしていた。規範遵守
は，抑制傾向 （R² = .06） に負の影響 （β = -.28, p <.05） 
を及ぼすことが示された。促進傾向 （β = .23, p <.05） と
抑制傾向 （β = -.22, p <.05） は自尊感情 （R² = .12） に影
響を及ぼすことが確かめられた。

表1　記述統計および相関係数
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する目標が違うため，学習意欲に果たす機能が異なるこ
とが考えられる。
学習意欲の促進傾向は自尊感情に正の影響を及ぼし，

抑制傾向は，自尊感情に負の影響を及ぼすことが示され
た。これは，望ましい態度で学習に取り組むことで，学
習領域に対する自己評価を高めることで，自尊感情が促
されることが考えられる。一方で，望ましくない態度で
学習に取り組むことで，学習領域に対する自己を低く評
価してしまうため，自尊感情が低下してしまうことが推
察される。このことから，望ましい態度である学習意欲
は自尊感情を促し，望ましくない態度である学習意欲は
自尊感情を低下させてしまうことが示唆される。

本研究結果の教育現場への示唆
本研究は社会的責任目標が，学習意欲と自尊感情が向

上する可能性を示唆している。そのため，教員が教室場
面での社会的責任目標への働きかけが重要になる。しか
し，本研究で示された結果は，社会的責任目標を高める
と，必ず学習意欲と自尊感情が向上することを意味する
ものではない。中谷5） は，社会的責任目標と教科学習へ
の関心・意欲に関する過程について，社会的責任行動と
教師からの受容が媒介することを明らかにしている。つ
まり，子どもの社会的責任目標だけに働きかけるのでは
なく，その社会的責任目標と関係する行動に対する支援
と，教師の子どもに対する受容が行われることが重要と
なる。

本研究の限界
本研究は，仮説モデルを設定し，その仮説モデルを支

持する結果を示した。しかし，本研究は，データに対し
て仮説モデルが当てはまりの良いモデルの一つであるこ
とを示したにすぎない。そのため，本研究で設定してい
ないモデルの存在が否定されるものではない。今後は，
本研究で検討していないモデルの存在を考慮して，教室
場面における子どもの学習意欲と自尊感情との関係につ
いて検討を行う必要がある。
また，本研究では，社会的責任目標が学習意欲を介し

て，自尊感情に影響を及ぼすという関係を示したが，こ
の結果からこれらの関係に因果関係があることを示すも

4．考察
本研究は，教室場面における社会的責任目標が学習意

欲を介して，自尊感情に影響を及ぼすといった関係につ
いて仮説モデルを構築し，検討することを目的とした。
その結果，仮説モデルの適合度指標は基準を満たしてお
り，データに当てはまりの良いモデルであることが示さ
れた。また，社会的責任目標は学習意欲を介して，自尊
感情に影響を及ぼすといった関係が確かめられた。この
ことから，教室場面における社会的責任目標に働きかけ
ることが，学習意欲を促し，その学習意欲が自尊感情を
高めるといった関係が考えられる。
規範遵守目標と向社会的目標が学習意欲の促進傾向

に正の影響を及ぼしていた。中谷5） は「教室内の規範に
適応的である社会的責任目標を持つ児童は，教室での中
心的な課題であり，教師から，あるいは学級の規範とし
て，積極的に取り組むことが期待されている教科学習に
対しても動機づけられるようになっている可能性」 を指
摘している。このことから，教室内でのルールの遵守や
良好な人間関係の構築を行うといった目標を有すること
によって，学習に対して主体的に学習目標や学習計画を
立て，目標達成に向けて努力をして，やるべき課題を自
己の責任で取り組むといった望ましい態度が育まれるこ
とが考えられる。
一方で，規範遵守目標が学習意欲の抑制傾向に負の

影響を及ぼしていたが，向社会的目標は抑制傾向との有
意な関係は示されなかった。規範遵守目標は，教室にお
ける明示的あるいは暗黙のルールを守り，規範に従うと
いった目標である。このように教室で守るべきルールと
いった目標は，望ましい態度だけではなく，学習に対し
て勉強を継続的に行うことができず，学習場面からの逃
避や，学習に対する必要性や価値を認めないといった望
ましくない態度である学習意欲を抑制することが考えら
れる。向社会的目標は，社会的，対人的な協力や援助を
目標とするものである。このように良好な対人関係の構
築に関する目標は，クラスメイトと協力して学習に取り
組むため学習意欲を高めるが，学習への回避といった学
習への望ましくない態度とは関係しないことが考えられ
る。このことから，規範遵守目標と向社会的目標は向社
会的責任目標を構成する下位尺度であるが，それらが有

図1　仮説モデルの分析結果
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のではない。なぜなら，本研究は，横断研究に基づくも
のであり，適合度指標が基準を満たす値が得られたから
といって，その結果から因果関係の存在を示すことがで
きないためである。今後は，本研究で示された仮説モデ
ルに基づき，縦断研究や介入研究を行い，このモデルの
妥当性について検討を進めていく必要がある。
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